第５１回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/6/06（火）
吟行地 太秦 広隆寺 蛇塚古墳
句会場 キャンパスプラザ 京都
１４:３０～１７:００
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　１１名
今日の最高気温は２８℃でした。朝の時点で暑く感じておりましたので、３０℃の真夏日かと覚悟していましたが、そこまでは上がらなかったようです。参加者は総勢１２名。こちらも、熱く、賑やかな句会となりました。
吟行地の広隆寺へは、行ったことがある方もちらほらとおられたようでしたが、睡蓮、泰山木の花、蓮の浮葉、といった季節の花や、国宝の弥勒菩薩像に新たな気持ちで臨まれていたように思います。また、蛇塚古墳ですが、行くまでは古墳で詠めるか不安でしたが、句会では、多くの選が入ったヒット作も生まれていました。何よりも、事前に保存会の方に連絡していただいたことで、フェンスの鍵を開けていただき、石室の中を見学できたのが貴重な体験でした。
【 定例句会 】
河原地さんの選句
今日は、自分の中でどんな句を採ったかといいますと、一つは感覚的な句。私の中に、幼い頃に感じたようないろいろな感覚が残っていまして、それをクローズアップしてくれるような句ですね。もう一つは、ちょっと変わった味わいで、読んだ後になにか残る句ということで選をしました。ということで、本日は１０句選です。敢えて自分の感覚に即した句でいただきました。
風五月窓辺に吊すカモミール　　　　　佳子　

食卓に帰省子の椅子一つ足し　　　　　ゆうこ
ドアベルの音澄む茶房五月来る　　　　哲半
木の洞をのぞき合ふ子ら青時雨　　　　万里子
川風や女鵜匠の竹箒　　　　　　　　　万里子
猫膝に啜るコーヒー青葉寒　　　　　　悦枝
直情な漢の貌や遠郭公　　　　　　　　忽布
溶接の青き炎や梅雨に入る　　　　　　忽布

濃紫陽花水音絶えぬやすし句碑　　　　英子
【特選】蝙蝠の羽音残して石舞台　　　　　　　慧光
風五月窓辺に吊すカモミール　読んで、スッーーと気持ちよくなります。
食卓に帰省子の椅子一つ足し　これは、「一つ足す」ではいけませんか？
“途中に切れ字があった場合は連用形で流す”ということでいいのですが、この場合は途中に切れがありませんので、基本的には終止形で止める。いわゆる発句の感じで、すわりがよくなると思います。
ドアベルの音澄む茶房五月来る　これも、いかにも<五月来る>という爽やかな気持ちの句でした。
木の洞をのぞき合ふ子ら青時雨　子供時代を思わせる、ちょっと怖いもの見たさといったような私をドキドキさせるような句でした。
川風や女鵜匠の竹箒　中七までの表現は他にもある印象で、後に続くのは、鵜飼のときの景色になるといったところでしょう。そこが、竹箒を詠まれたといったところに新しさを感じました。
猫膝に啜るコーヒー青葉寒　秋麦さんのコメントでもおっしゃっていましたが、季語<青葉寒>がとても効いていますね。私は、緑と黒がくっきりとした油絵を思い出していました。
直情な漢の貌や遠郭公　頂いたのは私だけでしたが、これは、とても面白いと思いましたね。「遠郭公」もなかなか持ってこられないのではないでしょうか。郭公がこの句とどう関係あるのかは分かりませんけれど、独特の味わいがありますよね。
溶接の青き炎や梅雨に入る　多くの選が入りましたね。（７名選、内特選２）感覚的な句ですよね。青き炎、いいですよね～
濃紫陽花水音絶えぬやすし句碑　私は、中七の「水音絶えぬ」というところに優しさを感じました。
蝙蝠の羽音残して石舞台　何か私のなかで、不気味なものが残るんです。その不気味なものは、子供の頃に感じた怖さとかね、あの不思議な感じ。江戸川乱歩の推理小説を読んだときのような・・・　正に少年探偵団ときの、あの、ザワザワとした気持ちが残るような句じゃないかと思いました。
＊＊＊＊＊＊＊

南風吹く埠頭に乾ぶ海星かな　好きな句ですが、動詞が二つありますでしょ？
そこが、少しまだるっこく感じました。私なら、南風埠頭に乾ぶ海星かな と
します。普段、「かな」で止める場合は途中に切れを入れずに読みましょうと言っています。この場合 南風/埠頭に乾ぶ海星かな といったように上五の後に切れが入ることに疑問を持たれるでしょうが、名詞のこの程度の切れといいましょうか、軽い切れですよね。これは許されると思います。（英武）
蛇を打つ子を遠巻に下校せる　私が気になったことは、なぜ、蛇を打っている子は一緒に下校しないのだろう？ ということでした。たとえば、大人が蛇を打っていた方が面白いんじゃないでしょうか。蛇を打つ人遠巻に下校せる　変な大人を下校の子供たちが遠巻きにしていく。いかがでしょうか？（英武）
かりそめの世に転生の蟾蜍（ひきがえる）　作者一押しの句です！ 皆さんがどう思ったのか、改めて問いたいとのことでした。なかなか盛り上がりますね～
まず、私ですが、蟾蜍の漢字が読めませんでした。実は「なめくじら」と読んでいました。この時点でアウト。その他には、作者が自分の世界に陶酔し過ぎている。伊吹嶺では採ってもらえない句。などなど活発なご意見がありました。
河原地さんは、上五までは良いとして、その後に「転生」と続くのが気になるとのこと。つまり、抽象的な言葉が続くことがどうかと。“虚と実”という詠み方はいいけれども、“虚と虚”ここがくどいとのことでした。（哲半）
青梅や馴染み見送る若女将　作者一押しの句です！ ということで、調子に乗って自句もアップ。皆さんがどう思ったのか、改めて問いたいです。
祇園を歩いていましたら、高級料亭から、何かしらの会長といった感じの方々が玄関先まで見送られているところでした。長年のご贔屓とすれば、女将がちょっと若過ぎる。きっと先代の女将から何かと店を応援してくださった方だろう。きっと、しっかりと代替わりされていることを喜び、また、折々に励ましもしてくださっていることが、それぞれの笑顔から伝わってくる・・・　といった様子で、しっかりと詠めたと思っていたのですが・・・ 振るわなかったです。　　えっ～～　うそーー　いい感じと思いません？（哲半）
＊＊＊＊＊＊＊

＜ 今日の一句 ＞

猫膝に啜るコーヒー青葉寒　　　　　悦枝

濃紫陽花水音絶えぬやすし句碑　　　英子

食卓に帰省子の椅子一つ足し　　　　ゆうこ

蝙蝠の羽音残して石舞台　　　　　　惠光

伊吹嶺のこよなく晴れし田植かな　　俊雄

木の洞をのぞき合ふ子ら青時雨　　　万里子

溶接の青き炎や梅雨に入る　　　　　忽布

春昼や老耄の犬深眠る　　　　　　　秋麦

逢ふ前の御髪梳きをり麦の秋　　　　徒歩

ドアベルの音澄む茶房五月来る　　　哲半

風五月窓辺に吊すカモミール　　　　佳子

涼風や竹串美しき炙り餅　　　　　  英武

ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
